
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ２７２３ ２０２６年６月１５日  第３１５０回例会 

 

 

 

 

 

 

 

◆ Ｒ.Ｓ. 「 限りなき道ロータリー 」 

 

◆ 卓 話  「 児童虐待の防止について 」 

弁護士 西村 英一郎 氏 

（担当会員 泉 薫 君） 

 

◆ 大阪西ローターアクトクラブ第1205回例会開催 

テーマ 期末懇親会 

日 時 2026年6月17日(水)19：30〜21：00 

場 所   焼肉・しゃぶしゃぶ たちばな 

ヒルトンプラザイースト店 

登録料   RC：10,000円 

※メークアップ対象行事です 

 

 

 

 

 

◆ 創立 69周年記念例会・会員家族親睦会開催 

日時 2026年 6月 22日(月) 

17:30  受付開始 

18:00～ 移動例会・会員・家族懇親会 

20:00  閉会 

場所 ヒルトン大阪 4階 金の間 

会費 会員 18,000円 ご家族 12,000円他 

 ※ 通常例会（昼例会）を繰り下げ、18:00より移動

例会・会員・家族親睦忘年会を開催いたします。 

 

◆ 70周年記念特別部会開催 

6月22日16時～4階銀河の間にて開催致します。 

部会員の方はご出席ください。 

※メークアップ対象行事です。 

 

 

 

 

◆ 前例会 （6月8日）の来客者         2名 

うち国内来客者      2名 

 

◆ 前例会 （6月8日)の出席状況 

出席会員数（内9名免除会員）      73名 

欠席会員                      38名 

出席規定適用免除会員 21名 

会員総数 111名 

出席率     73.74％ 

 

◆ 5月18日の例会の出席率（MUを含む）      76.47% 

 

◆ ニコニコ箱（6月8日分） 

〇 誕生日ありがとうございます。   永田 祐一 君 

〇 ニコニコ協力。          西本 正三 君 

〇 ロータリー活動の一助に。      田中 博子 君 

本日のお知らせ 

前例会の報告 

次例会のお知らせ 

６月のロータリーレートは１ドル＝１５９円です 



〇 少し早いですが、林会長、山下幹事、みなさま、本年 

  度もありがとうございました！    八木 雄毅 君 

ニコニコ箱（6月8日分） 

 

 

 

 

◆ ガバナーメッセージ 『 親睦活動月間 』 

６月は、ロータリーの「親睦活動月間」です。私はこの一年、地

区の皆さまに繰り返しお伝えしてまいりました。ロータリーの

力の源は、人と人とのつながりにあるということです。例会で顔

を合わせ、言葉を交わし、心を通わせる。その積み重ねが信頼を

生み、信頼が奉仕の力となり、クラブを、地区を、そして社会を

動かしていく。私はそのことを、今年ほど強く実感したことはあ

りません。親睦とは、単に仲良くすることではありません。同じ

志を持つ仲間が出会い、互いを知り、理解し、励まし合いながら、

よりよいことのために力を合わせていくことです。そこには温

かさがあり、喜びがあり、そして何より明日への力があります。

私は、親睦こそがロータリーの原点であり、クラブの活力そのも

のであると確信しています。 

本年度、国際ロータリーは 「UNITE FOR GOOD（よいことのため

に手を取り合おう）」 というテーマを掲げています。私は、この

言葉の意義を地区の皆さまとともに何度もかみしめてまいりま

した。ただ集まるだけではなく、つながりを本当の力に変えてい

くこと。親睦を深め、理解を深め、その先により大きな奉仕を生 

み出していくこと。その大切さが、この一年、地区のさまざまな

場面で確かな形となって現れてきたように思います。 

実際に本年度は、地区内の各クラブにおいて、合同例会方式によ

るガバナー公式訪問や交流事業を通じた活性化の動きが広がり

ました。クラブの垣根を越えて集い、互いの存在を身近に感じ、

言葉を交わし、理解を深める。そうした機会が、会員同士の新た

なつながりを生み、クラブ運営に新しい弾みを与えていること

を心強く感じています。 

本年度は、多くのクラブにおいてガバナー公式訪問を合同例会

形式にて実施させていただきましたが、これとは別にかねて自

主的に合同例会を実施されている例があります。例えば、ホテル

ニューオータニを例会場とする大阪城東ロータリークラブ、大

阪東南ロータリークラブ、大阪中之島ロータリークラブによる

合同例会です。クラブの垣根を越えて同じ場に集い、互いの存在

を身近に感じ、言葉を交わし、理解を深めていく。その中で、「知

っている人が増える」ことが、どれほど大きな意味を持つかを改

めて感じました。顔見知りが増えれば、参加しやすくなる。声を

掛けやすくなる。新しい企画も生まれやすくなる。親睦は、こう

して次の行動を生み出していくのです。また、中之島ロータリー

クラブで開催されたグルメ同好会においては、城東・東南両クラ

ブの皆さまにもご参加いただき、50名を超える集いとなりまし

た。おいしい料理を囲みながら、自然に会話が弾み、笑顔が 

広がり、クラブを越えた交流が深まっていく。まさに、ロータリ

ーならではの素晴らしい時間であったと思います。こうした一

つひとつの交流が、やがて大きな信頼関係となり、合同事業や地

域社会への奉仕活動へとつながっていく。その可能性に、私は大

きな希望を感じています。そして、こうした動きは決して一部の

クラブだけのものではありません。地区内では、他にも合同例会

や交流の工夫を重ねることで、会員の参加意欲を高め、クラブの

活性化につなげている例が生まれています。それぞれの地域、そ

れぞれのクラブの実情に応じた取り組みではありますが、そこ

に共通しているのは、親睦を通じてクラブを元気にしようとす

る真摯な思いです。私は、この広がりそのものに、本年度の大き

な成果 ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2660 2025－26 

GOVERNOR’S MONTHLY LETTERの一つを感じています。 

親睦が活発になると、クラブは元気になります。会員はクラブに

来ることが楽しくなり、仲間と会うことに喜びを感じます。そし

てその空気は、新しい会員を迎える力にもなります。「ロータリ

ーは素晴らしい」と胸を張って伝えられるのは、活動の立派さだ

けではありません。そこに温かいつながりがあり、自分の居場所

があり、共に歩む仲間がいるからです。親睦は、退会防止にも、

会員増強にも、会員価値の向上にもつながる、極めて大きな力で

す。私は、一人でも多くの方にロータリーの魅力を伝えたいと願

っています。その魅力の中心にあるのは、人と人との真心のつな

がりです。親睦は決して付け足しではありません。奉仕の土台で

あり、クラブの未来をつくる力であり、地区の可能性を広げる原

動力です。６月、親睦活動月間にあたり、どうか今一度、仲間と

のつながりの尊さを見つめていただきたいと思います。語り合

い、笑い合い、支え合い、手を取り合うこと。その先に、もっと

元気なクラブがあり、もっと力強い地区があり、もっと大きな奉

仕があります。UNITE FOR GOOD。よいことのために、手を取り合

おう。その思いを、親睦の輪とともに、さらに大きく広げてまい

りましょう。  

2025-26年度RI第2660地区 

ガバナー 吉川 健之(大阪北RC） 

（ガバナー月信6月号より） 

 

クラブ・ニュ－ス 

♪本日のロ－タリ－ソング♪ 

 

「 限りなき道ロータリー 」 

奉仕の理想胸に秘め 友情花と咲かせつつ 

生きよう今日もニコニコと 

一筋の道ロータリー 限りなき道ロータリー 

 

「 海 」 

海は広いな 大きいな 月がのぼるし 日が沈む 

海は大波 青い波 ゆれてどこまで続くやら 

海にお舟を浮かばして 

行ってみたいな よその国 

６月はロータリー親睦活動月間です 


